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令和 5年度 第 2回 市政アンケート 

市政アンケートは、市内に居住する満 18歳以上の市民 2,000人を無作為抽出して、年度内

に 2回実施するものです。 

■調査期間 

令和 5年 10月 3日（火曜日）から 令和 5年 10月 17日（火曜日）まで 

■調査方法 

（1）対 象      市内に居住する満 18歳以上の市民（外国人を含む） 

（2）標 本 数      2,000人 

（3）抽 出 法      住民基本台帳をフレームとする無作為抽出(※) 

（4）調査方法  調査票を郵送、回答は郵送又はインターネットを通じて回収 

（5）回 収 率      調査標本数 2,000人 に対して 

        有効回収数 909人（有効回収率 45.5％） 

（6）質 問 数      39問 

※ 母集団から標本を抽出する手法の一つで、今回は、母集団（市内に居住する満 18歳以上

の市民）から、区の人口比率に応じて無作為に標本（2,000人）を抽出しました。 

■アンケートテーマ 

（1）環境にやさしい可燃ごみ袋について 

（2）エスカレーターの利用について 

（3）子どもと子育てについて 

（4）地域福祉のあり方について 

■その他 

パーセントについては、小数点以下第 2位を四捨五入して算出しました。このため、合計

が 100％にならないこともあります。 

■問い合わせ先 

調査テーマに関すること 

・「環境にやさしい可燃ごみ袋について」 

環境局作業課 電話番号:052-972-2395 

・「エスカレーターの利用について」    

スポーツ市民局消費生活課 電話番号:052-222-9679 

・「子どもと子育てについて」    

子ども青少年局企画経理課 電話番号:052-972-3081 

・「地域福祉のあり方について」    

健康福祉局地域ケア推進課 電話番号:052-972-2547 

 

調査概要に関すること       スポーツ市民局広聴課 電話番号:052-972-3140 
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名古屋市では、ごみ排出マナーの徹底やごみ減量・リサイクル促進のために、「家庭ごみ

指定袋制」を実施しています。この調査は、環境にやさしい材料（バイオマスプラスチッ

ク）を使った可燃ごみ袋についてのご意見や考え方などをおたずねし、今後の参考とさせて

いただくものです。 

① 環境にやさしい可燃ごみ袋について 

 

 

 

 

 

 

※各図表の「Ｎ」は、回答者数を表しています。 

問１ あなたは、ご自身でごみ出しをしていますか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたは、バイオマスプラスチックが大気中の二酸化炭素を増加させない、環境にや

さしい材料であることを知っていましたか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

 

 

 

 

 

 

 

バイオマスプラスチックは、植物由来の原料から作られており、燃やしても大気中の二

酸化炭素を増加させない、環境にやさしい材料であるとされています。 

例えば、名古屋市の家庭用可燃ごみ袋がバイオマスプラスチックを使用したもの（配合

率 25％）にかわると、1年間で約 1,800トン（東京ドーム 40個分の杉林が 1年間に吸収す

る二酸化炭素に相当）の二酸化炭素削減効果が見込まれます。 

可燃ごみ袋のように燃やさざるを得ないプラスチックは、バイオマスプラスチックを使

う方針が国の「プラスチック資源循環戦略」で示されており、名古屋市でも本格的な導入

を検討しています。 

よくしている

72.4%

時々している

13.5%

ほとんどしていない

13.2%

無回答

0.9%

知っていた

48.2%

知らなかった

51.3%

無回答

0.6%
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問３ あなたは、価格が上昇しても、バイオマスプラスチックを使用した可燃ごみ袋を購入

しようと思いますか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《問３で１と答えた方（バイオマスプラスチックを使用した可燃ごみ袋を購入しようと思う

方）におたずねします。》 

問４ どのくらいの価格上昇であれば、あなたはバイオマスプラスチックを使用した可燃ご

み袋を購入してもよいと思いますか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝531 

 

 

10％程度まで

55.2%

25％程度まで

16.8%

50％程度まで

5.3%

価格の上昇は

気にしない

9.4%

わからない

13.2%

無回答

0.2%

バイオマスプラスチックを使用した可燃ごみ袋の強度・透明度・耐久性はこれまでの可

燃ごみ袋と同じですが、製造コストが高いため、価格の上昇が見込まれます。 

なお、可燃ごみ袋を始めとする指定袋は、承認を受けた民間事業者が自由競争のもと製

造・販売しており、名古屋市は価格設定に関与できません。 

思う

58.4%

思わない

40.4%

無回答

1.2%
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《問３で２と答えた方（バイオマスプラスチックを使用した可燃ごみ袋を購入しようと思わ

ない方）におたずねします。》 

問５ あなたがバイオマスプラスチックを使用した可燃ごみ袋を購入しようと思わない理由

は何ですか。（○はいくつでも） 

Ｎ＝367 

 

《すべての方におたずねします。》 

問６ 環境にやさしい可燃ごみ袋について、ご意見があればご自由にお書きください。 

 

・ 未来の地球を守る為に必要な事だと思います。 

・ 知らない人も多いと思うのでもっといろいろな場面で知らせるようにすると良いと思う 

・ 「価格の安い普通のゴミ袋」と「価格の高い環境に優しいゴミ袋」の二択でしたら、前者

を選んでしまいそうです。どうせゴミですし、安い方がいいなと。ただ、もし指定のゴミ

袋が「環境に優しいゴミ袋」に一本化された場合、少々価格が上がっても「まあ時代だし

なあ」と受け入れられそうです。 

・ 環境にやさしい可燃ごみ袋を購入したい気持ちはあるが、価格がかなり変わるのであれば

昨今の数々の値上げにも困っているので難しいと思った。 

・ そもそもゴミを減らす方法の検討を、と思ってしまいます。ただ、もちろん環境に優しい

のに越したとこはないのも間違い無いです。 

ほか 

85.3%

6.0%

8.7%

33.0%

8.4%

7.1%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

価格が高くなるから

品質に不安があるから

可燃ごみ袋に環境へのやさしさを

求めないから

環境にどれだけやさしいかが

わからないから

自分で可燃ごみ袋を

購入することがないから

その他

無回答
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エスカレーターは、駅や商業施設など多くの場所で日常的に利用されており、大変便利

なものですが、利用方法によっては転倒などの事故が発生する危険性があります。 

このアンケートは、エスカレーターの安全な利用について市民の皆さまの意見をおたず

ねし、今後の施策を検討するうえでの参考にさせていただくものです。 

 

② エスカレーターの利用について 

 

 

 

 

 

＜エスカレーターの利用について＞ 

問７ あなたは、普段、エスカレーターを利用しますか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

 

 

 

 

 

 

 

《問７で１と答えた方（普段、エスカレーターを利用する方）におたずねします。》 

問８ あなたは、エスカレーターを利用するとき、手すりにつかまりますか。 

（○は１つだけ） 

Ｎ＝800 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用する

88.0%

利用しない

10.9%

無回答

1.1%

つかまる

27.9%

どちらかといえば

つかまる

24.5%

どちらかといえば

つかまらない

27.1%

つかまらない

20.5%

無回答

0.0%
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問９ あなたは、普段、エスカレーターを利用する際、主にどのような乗り方をしています

か。（○はひとつだけ） 

Ｎ＝800 

 

問 10 あなたは今まで、エスカレーターを歩いたり走ったりして利用したことはありますか。 

（○は１つだけ） 

Ｎ＝800 

 

 

 

 

 

  

左側に立ち止まって

乗る

83.1%

中央に立ち止まって

乗る

4.3%

右側に立ち止まって

乗る

5.9%

歩く

3.3%

走る

0.0%

その他

3.3%
無回答

0.3%

ある

69.9%

ない

30.0%

無回答

0.1%
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《問 10で１と答えた方（エスカレーターを歩いたり走ったりして利用したことのある方）に

おたずねします。》 

問11 あなたが、エスカレーターを歩いたり走ったりして利用した主な理由は何ですか。 

（〇は１つだけ） 

Ｎ＝559 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《問７で１と答えた方（普段、エスカレーターを利用する方）におたずねします。》 

問 12 エスカレーターの左側だけが長い列になっていて右側が空いているときに、あなたは

右側に立ち止まって乗ることがありますか（○は１つだけ） 

Ｎ＝800 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

32.4%

ない

62.1%

左側だけが長い列に

なっている状況を

経験したことがない

2.4%

無回答

3.1%

急いでいたから

68.7%周りの人も歩いたり

走ったりしていたから

12.9%

危険がないと

思ったから

5.7%

輸送効率が上がると

思ったから

3.2%

その他

7.7%

無回答

1.8%
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《問 12で２と答えた方（左側だけが長い列になっているときに、右側に立ち止まって乗る

ことがない方）におたずねします。》 

問 13 あなたが、右側に立ち止まって乗らない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

Ｎ＝497 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.9%

38.4%

39.2%

14.7%

1.4%

43.1%

3.8%

0.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自分自身が歩いたり走ったりして

利用するから

急いでいる人が右側を歩けるように

空けておくべきだと思うから

他の利用者とトラブルになるのを

避けたいから

自分だけが違う行動をして

目立ちたくないから

けがや病気、障害などにより

右側に乗ることができないから

特に意識はしてないが、

習慣となっているから

その他

無回答
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《問７で２と答えた方（普段、エスカレーターを利用しない方）におたずねします。》 

問 14 あなたが、普段、エスカレーターを利用しない主な理由は何ですか。 

（○は１つだけ） 

Ｎ＝99 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用する機会が

ないから

44.4%

障害などがあり

利用できないから

10.1%

健康のために階段を

利用するから

26.3%

階段を利用したほうが

早いから

9.1%

その他

2.0%

無回答

8.1%
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《すべての方におたずねします》 

＜エスカレーターの安全な利用のための対策について＞ 

名古屋市では、「名古屋市エスカレーターの安全な利用の促進に関する条例」を令和 5年

3月に制定し、令和 5年 10月 1日より施行しています。 

【名古屋市エスカレーターの安全な利用の促進に関する条例（概要）】 

（1）目的 

市民が安心して暮らすことのできる社会の実現に寄与する 

○エスカレーターの安全な利用の促進に関し、市、市民、利用者、管理者等

（エスカレーターの所有者又は管理者）の責務を明らかにする 

○エスカレーターの安全な利用・管理に関し、必要な事項を定める 

○エスカレーターの安全な利用を確保する 

（2）各主体の責務 

主体 内容 

市 ・条例の目的を達成するため、エスカレーターの安全な利用 

の促進に関し必要な施策を実施しなければならない 

・施策の実施に当たっては、国、他の地方公共団体及び関係団 

体との連携を図り、必要な協力を求める 

市民 ・エスカレーターの安全な利用について理解を深めるととも

に、市が実施するエスカレーターの安全な利用の促進に関す

る施策に協力するよう努めなければならない 

利用者 ・エスカレーターの利用による事故等を防止するため、エスカ

レーターの安全な利用に努めなければならない 

管理者等 ・エスカレーターの利用者に対し、エスカレーターの安全な利

用に関する啓発を行うよう努めなければならない 

・市が実施するエスカレーターの安全な利用の促進に関する施

策に協力するよう努める 

（3）義務規定 

対象 内容 

利用者 ・右側か左側かを問わず、エスカレーターの踏段（人を乗せ 

て昇降する部分をいう。）上に立ち止まらなければならない 

管理者等 ・利用者に対し、右側か左側かを問わず、エスカレーターの踏

段上に立ち止まってエスカレーターを利用するよう周知しな

ければならない 

〇名古屋市の条例及び取組についてはこちらからご覧いただけます。 

名古屋市公式ウェブサイト：「名古屋市エスカレーターの安全な利用の促進に関する条例」 

https://www.city.nagoya.jp/sportsshimin/page/0000162248.html 
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問 15 あなたは、「名古屋市エスカレーターの安全な利用の促進に関する条例」を知っていま

したか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていた

59.2%

聞いたことはあるが

内容は知らなかった

17.4%

知らなかった

22.3%

その他

0.1%

無回答

1.0%
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《問 15で１と答えた方（「名古屋市エスカレーターの安全な利用の促進に関する条例」を知

っていた方）におたずねします。》 

問 16 「名古屋市エスカレーターの安全な利用の促進に関する条例」について、何で知りま

したか。（○はいくつでも） 

Ｎ＝538 

 

5.4%

30.3%

18.4%

19.1%

3.3%

1.3%

0.7%

21.7%

25.3%

60.4%

3.7%

1.3%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

名古屋市公式ウェブサイト

広報なごや

電車内での広告

ポスター

チラシ

YouTube

X(旧Twitter）

テレビCM

新聞

テレビ（ニュース等）

その他

わからない

無回答
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《すべての方におたずねします》 

問 17 エスカレーターの安全な利用のために、あなたが必要だと思う対策は何ですか。 

（○はいくつでも） 

Ｎ＝909 

 

43.2%

46.9%

50.9%

17.1%

12.2%

15.2%

19.5%

12.8%

7.4%

5.4%

4.0%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

踏段や手すり等への注意喚起の表示

エスカレーター周辺での

ポスター等による注意喚起

乗り口部での自動音声案内

乗り口部での人による声掛け

右側に立ち止まって乗る人員の配置

街頭啓発キャンペーン

広報なごや・市公式ウェブサイト

による周知・啓発

動画配信サービスによる周知・啓発

その他

特にない

わからない

無回答
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このアンケートは、子どもや子育てについて、市民の皆さまがどのようなお考えをお持ちか

をおたずねし、今後の子どもに関する施策推進・計画策定の参考にさせていただくものです。 

③ 子どもと子育てについて 

 

 

 

 

問 18  あなたは、普段子どもと接する機会がありますか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

問 19 あなたは、子どもを取り巻く環境に関心がありますか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

 

 

 

よくある

33.9%

たまにある

20.9%

あまりない

27.1%

全くない

16.2%

無回答

2.0%

大変関心がある

38.2%

少しは関心がある

33.4%

どちらともいえない

15.3%

あまり関心がない

8.5%

全く関心がない

2.6%

無回答

2.0%
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問20 子どもや子育て家庭に対するあなたの考え方や行動で、下記の事項のうちあては

まるものはどれですか。（○はいくつでも） 

Ｎ＝909 

 

44.1%

9.0%

70.7%

10.9%

68.4%

45.7%

39.1%

4.3%

1.9%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

子どもや、子どもを連れた親が

困っていたら、積極的に声をかける

混雑した電車内などでは、

ベビーカーの使用は控えるべきだ

電車内やエレベーターの乗降時に

ベビーカーを見かけたら、場所を譲る

電車内や飲食店などで子どもが

騒いだり、泣いたりするのは迷惑だ

電車内や飲食店などでも、

子どもが泣くのは仕方のないことだ

電車内や飲食店などで子どもが

騒いだら、親が静かにさせるべきだ

子どもや子育て家庭に対する行政の

支援は足りていないので、もっと必要だ

子どもや子育て家庭に対する行政の

支援は十分なので、これ以上は必要ない

上記にあてはまるものはない

無回答
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名古屋市では、子どもの健やかな育ちを社会全体で支援するまちの実現を目指す「な

ごや子どもの権利条例」に基づき、子ども・子育て支援の施策を進めています。 

この条例では、子どもの権利とその権利を保障するための、市、保護者、学校等関係

者、事業者、地域住民等の責務を明らかにするとともに、子どもに関する施策の基本と

なる事項等を定めています。 

 

問 21 あなたは、「なごや子どもの権利条例」を知っていますか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

《問 21で１または２（「なごや子どもの権利条例」を知っている、または聞いたことがある

方)におたずねします。》 

問 22 あなたは、「なごや子どもの権利条例」を何で知りましたか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝319 

 

知っている

6.7%

聞いたことはあるが、

内容はよく分からない

28.4%

知らない

61.9%

無回答

3.0%

学校で配布された

パンフレット

19.4%

イベント会場や店舗で

配布された啓発グッズ

14.4%

名古屋市公式ウェブ

サイト

16.0%母子健康手帳や

なごやっ子などの冊子

8.5%

知人や友人から

聞いた

13.5%

その他

5.0%

わからない

17.6%

無回答

5.6%
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《すべての方におたずねします。》 

問 23 地域住民が行う子ども・子育てに関わる活動のうち、あなたがこれまで参加した

ことがある活動は何ですか。（○はいくつでも） 

Ｎ＝909 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6%

4.0%

19.5%

19.7%

3.5%

2.5%

60.4%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

保護者が保育できないときに

子どもを預かる活動

子育ての手助けを目的とした

サークルやＮＰＯなどの活動

子ども会活動や町内会の

子ども向け活動の世話役

地域の子どもの安全を守る活動

地域の子どもに関わる活動

その他

特にない

無回答
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問  24 近年、少子化が進んでいますが、あなたが特に問題だと思うことは何ですか。 

（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 行政が取り組むとよいと思う、少子化対策としての結婚の支援は何ですか。 

（○はいくつでも） 

Ｎ＝909 

 

28.1%

49.5%

31.0%

7.0%

17.6%

3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

結婚を応援する社会機運の醸成

結婚新生活のための住宅や経済的な支援

出会いの機会・場の提供

その他

特にない

無回答

少子化の原因の一つとして、未婚化・晩婚化（※）の影響が大きいと言われています。 

 ※未婚化：結婚をしない人の割合が増加すること 

  晩婚化：結婚する年齢の平均が上昇すること 

 

年金や医療費等の

仕組みが崩れること

22.3%

人口が減って国の

経済力が衰えること

24.5%

若い労働力が

少なくなること

11.1%

結婚しない人や子どもを

持たない人が批判されること

5.1%

子ども同士のふれあいが

減少すること

2.2%

地域社会の活力が

低下すること

4.4%

子どもがほしい人が、

希望するタイミングや

子どもの数を叶えられないこと

6.3%

その他

3.6%

特にない

5.4%

無回答

15.1%
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問 26 少子化対策として、あなたが特に必要だと思う行政の取り組みは何ですか。 

（○は３つまで） 

Ｎ＝909 

 

50.9%

27.6%

32.2%

44.9%

26.8%

35.5%

8.7%

6.7%

11.7%

12.2%

3.6%

5.7%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

賃金の増加や正規雇用など

安定して働くための支援

妊娠・出産にかかる費用の負担軽減

子育て家庭への手当・補助金の拡充

子どもにかかる教育費の負担軽減

子どもの預かりサービスなど、

子育て支援

子育て・家事と仕事の両立を

可能にする制度の取得促進や

職場環境の整備

性別によらない子育て・家事の

役割分担のための意識啓発、情報提供

結婚や妊娠・出産、子育て、仕事を

含めたライフプランニング支援

結婚を希望する人への

出会い・結婚の支援

結婚や妊娠・出産、子育てを

応援する社会機運の醸成

その他

特にない

無回答
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名古屋市では、市民の誰もが住みなれた地域で安心して暮らせるよう、「なごやか地域福

祉２０２０」を令和２年３月に策定し、地域福祉の推進に取り組んでまいりました。 

今回の調査では、地域における助け合いや支え合いなどに関することをおたずねし、新た

な計画（計画期間：令和７年度～１１年度）を策定するための参考とさせていただきます。 

④ 地域福祉のあり方について 

 

 

 

 

 

＜身近な地域に対する意識・近所づきあいについて＞ 

問 27 あなたが身近に感じる「地域」の範囲は、次のどの範囲ですか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

問 28 あなたは、ご近所（町内程度）の人と、どのようなつきあいをしていますか。 

（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

名古屋市全域

12.8%

現在住んでいる区

22.4%

現在住んでいる

中学校区

7.7%

現在住んでいる

小学校区

14.3%

現在住んでいる

町内

29.5%

隣近所

9.9%

その他

0.6%
無回答

2.9%

困ったときにお互いに

助け合っている

6.2%

助け合うまではいかないが、

親しくしている

9.4%

たまに立ち話や

世間話をしている

18.2%

顔があえばあいさつを

している

45.5%

ほとんどつきあいはない

11.8%

まったくつきあいはない

6.8%

無回答

2.2%
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問 29 あなたは、ご近所（町内程度）の「人と人とのつながり」について、どのような関

係が望ましいとお考えですか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

問 30 地域の困り事を住民同士が協力して問題解決する力は、この５年間でどのように変

化していると思いますか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

 

 

 

 

 

 

 

困ったときに

お互いに助け合う

27.9%

助け合うまではいかないが、

親しくつきあう

17.1%
たまに立ち話や

世間話をする

17.6%

顔があえば

あいさつをする

32.9%

特につながりを持つ

必要はない

3.1%

無回答

1.4%

高まっている

1.1%

やや高まっている

3.7%

変わらない

32.5%

やや低下している

14.6%

低下している

18.6%

わからない

28.3%

無回答

1.2%
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問 31 あなたは、ご近所（町内程度）の「人と人とのつながり」は、この５年間でどのよ

うになっていると思いますか。（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つながりが

薄れてきたと思う

33.4%

以前からつながりは

薄いと思う

49.5%

以前からつながりは

強いと思う

4.6%

つながりが

強まってきたと思う

1.9%

その他

5.7%

無回答

4.8%
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《問 31で１または２と答えた方（つながりが薄れてきた、または以前からつながりが薄い

と思う方）におたずねします。》 

問 32 つながりが薄れてきた、または以前からつながりが薄いと思う理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

Ｎ＝754 

 

30.6%

16.0%

43.9%

34.1%

29.2%

33.0%

5.8%

18.0%

4.8%

0.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

新型コロナウイルス感染症の影響で、

人と会う機会が減ったから

新型コロナウイルス感染症の影響で、

人と会うことへの意欲が低下したから

ご近所に誰がいるのか

わからなくなっているから

仕事などにより、地域で過ごす時間が

少なくなっているから

多世代の同居が減ったことなどにより、

世代間のつながりが薄れているから

地域行事がなくなるなど、

ご近所とのつながりを

持つ機会が少なくなっているから

町内会費やご近所との交際費などに

お金を使う余裕がなくなっているから

ご近所とつながりを持つことの意義が

わからなくなっているから

その他

無回答
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《すべての方におたずねします。》 

問 33 あなたは、住民同士の「助け合い」として何ができると思いますか。 

（○はいくつでも） 

Ｎ＝909 

 

64.7%

4.7%

8.0%

4.4%

2.3%

16.0%

27.6%

7.9%

4.7%

49.0%

2.2%

11.2%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

見かけたら声をかける

訪問や電話、ＳＮＳ（ＬＩＮＥなど）

を通じて見守りをする

電球の交換やごみ出しなど

短時間の手助けをする

買い物を手伝う

庭の手入れを手伝う

家のまわりの掃除や草刈り、

雪かきなどを手伝う

世間話の話し相手になる

悩みごとや心配ごとの相談にのる

短時間子どもを預かる

災害発生時の声かけ

その他

特にない

無回答
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問 34 現在、あなたのご近所（町内程度）で、問題になっていると思うことは何ですか。 

（○はいくつでも） 

Ｎ＝909 

 

27.5%

18.8%

12.5%

17.2%

9.2%

14.6%

2.8%

8.0%

5.3%

6.9%

5.5%

4.1%

18.8%

18.9%

4.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

住民同士の交流する機会の減少

住民同士の助け合い意識の低下

地域の治安 (防犯)

災害時に備えた対応や防災対策

地域の美化

高齢者世帯や障害者世帯への

(見守りや生活等)支援

認知症による周辺症状に伴う

近隣トラブル（徘徊など）

子育て環境（子育ての孤立化など）

子どもの健全育成

（非行やいじめ、子どもの貧困など）

地域での住みやすさの問題

（商業施設の減少や放置された

空き家の増加など）

外国人などとの共生の問題

（文化の違いや、コミュニケーション

の難しさなど）

その他

特にない

わからない

無回答
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＜地域での活動とボランティア・NPO 活動について＞ 

問 35 あなたは、現在又はこれまでに地域での活動（地域で活動するボランティア・ＮＰ

Ｏ活動を含む）に担い手（お手伝い含む）として参加したことがありますか。 

（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《問 35で１と答えた方（地域での活動に担い手として参加したことがある方）におたずね

します。》 

問 36 あなたが担い手として参加したことがある活動は次のうちどのような活動ですか。 

（○はいくつでも） 

Ｎ＝226 

 

77.4%

22.6%

12.4%

17.3%

4.0%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

子ども会、老人クラブ、町内会、

消防団、女性会などの地縁活動

民生委員・児童委員、保健環境委員、

区政協力委員の活動

地域住民同士の交流を目的とした

地域のサークルやクラブの活動

地域で活動するボランティアやＮＰＯ

その他

無回答

ある

24.9%

ない

70.2%

無回答

5.0%
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《すべての方におたずねします。》 

問 37 あなたは、どのような取り組みがあれば地域での活動が一層活発になると思います

か。（○はいくつでも） 

Ｎ＝909 

 

25.1%

21.5%

20.8%

13.3%

5.8%

11.6%

7.6%

28.1%

3.7%

9.6%

20.4%

5.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

活動の大切さや、活動の様子を住民が

知ることが出来るようにＰＲする

活動について気軽に相談できる

窓口を設置する

困っている人と助けることの

出来る人との橋渡しをする

交流や会合の場所を

確保できるよう支援する

リーダーの育成や知識習得

のための研修を支援する

活動費・運営費などの

資金的な援助を行う

活動中の事故に対する保険制度の

整備や援助を充実させる

学校教育の中で、

ボランティア活動を体験させる

その他

特にない

わからない

無回答
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《すべての方におたずねします。》 

問 38 あなたは、地域での活動への参加についてどのようにお考えですか。 

（○は１つだけ） 

Ｎ＝909 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条件が合えば

参加したい

49.3%

参加したくない

18.7%

わからない

27.0%

無回答

5.1%
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《問 38で１と答えた方（地域での活動に条件があえば参加したいと思う方）におたずねし

ます。》 

問 39 あなたは、どのような条件であれば、担い手として地域での活動に参加したいと思

いますか。（○はいくつでも） 

Ｎ＝448 

 

31.7%

17.9%

24.3%

2.5%

10.8%

18.2%

13.2%

8.9%

9.9%

21.5%

10.2%

1.3%

0.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

興味のある活動内容であること

身体的な負担がないこと

経済的な負担がないこと

有償であること

手伝って欲しいと誘われること

一緒に活動する知人・友人がいること

活動団体や活動内容に関する

詳しい情報が提供されていること

信頼・尊敬できるリーダーがいること

家族や職場など周囲の

理解が得られること

休日の活動など、

時間的に可能であること

自分の特技や能力を活かせること

その他

無回答



 

- 30 - 

 

■標本構成 

Ｆ１性別 

 全体 男性 女性 その他 無回答 

％ 100.0% 40.6% 58.7% 0.2% 0.4% 

回答者数 909  369  534  2 4 

 

Ｆ２年代 

 全体 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答 

％ 100.0% 0.9% 7.0% 10.9% 15.0% 18.0% 19.8% 28.1% 0.3% 

回答者数 909  8  64  99  136  164  180  255  3  

 

Ｆ３職業 

 全体 

会社員・ 

公務員

(ﾌﾙﾀｲﾑ) 

自営・ 

自由業 

ｱﾙﾊﾞｲﾄ･

ﾊﾟｰﾄ(派遣

も含む) 

家事 

専業 
学生 

無職 

(定年後

も含む) 

その他 無回答 

％ 100.0% 34.9% 5.5% 17.1% 14.6% 2.4% 21.5% 2.8% 1.3% 

回答者数 909  317  50  155    133  22  195  25 12  

 

Ｆ４居住区 

 全体 千種区 東区 北区 西区 中村区 中区 昭和区 瑞穂区 

％ 100.0% 7.6% 3.9% 5.8% 6.8% 6.7% 3.5% 5.1% 5.3% 

回答者数 909  69  35  53  62  61  32  46  48  

 熱田区 中川区 港区 南区 守山区 緑区 名東区 天白区 無回答 

％ 2.0% 8.5% 5.4% 4.6% 7.5% 10.8% 8.3% 8.1% 0.2% 

回答者数 18  77  49  42  68  98  75  74  2  

 


